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奈良文化財研究所
　特別史跡平城宮跡のかたわらに所在する奈良
文化財研究所（通称：奈文研）は、国立博物館、東
京文化財研究所とともに独立行政法人国立文化財
機構を構成する、日本を代表する文化財関連の調
査研究機関です。
　昭和27年に設立された奈良国立文化財研究所
を前身とし、「文化財行政に資する研究をおこなう」
をモットー に、奈良県下の恵まれた歴史的環境に包
まれながら、考古学、保存科学や年輪年代学などの
考古科学、建造物、文化的景観、計測修景など、不
動産文化財を中心とする文化財を対象とした最先
端の調査と研究をおこなっています。
文化財担当者研修
　昭和41年から文化財保護委員会（現・文化庁）と共催し
ていた発掘調査研修がはじまりです。昭和49年からは奈文
研に設置された埋蔵文化財センターが引き継いで開催し
てきました。現在は、奈文研の研究分野の広がりと、行政が
対応すべき文化財の多様化にともなって、埋蔵文化財ばか
りでなく、古文書、災害痕跡、文化的景観などの研修もおこ
なう「文化財担当者研修」として実施しています。昭和49年
から平成28年までの累計受講者数は9312人。昨年度の受
講者は167人で、100％の方々から、「有意義だった」、「役に
立った」との御回答を受けています。
　この研修は、文化庁とも連携しながら、全国の地方公共
団体の文化財担当職員を受け入れ、最先端の研究にもと
づく講義と実習を通じて受講者のスキルアップを図り、各地
の文化財行政の足腰を強め、その一層の向上と充実につ
なげることを企図しています。また、開講課程や内容は随時
変更し、その時々に各地の地方公共団体が抱える課題に
対応させています。講師は、奈文研の研究職員のほか、各
分野での第一人者、時には文化庁文化財調査官が務めま
す。
　研修後のアフター ケアも万全で、課題や疑問に対しては、
研修担当者・担当室が親身に対応いたします。また、同じ研
修を受講したことをきっかけに、奈文研や同様の課題を抱
える全国の担当職員との間にネットワークが生まれ、これを
通じて、問題意識が共有され、課題の解消のヒントやアドバ
イス、ノウハウを得られることもしばしば。これも研修受講のメ
リットの1つです。
課程紹介
災害痕跡調査課程（2017年7月24日～28日）/文化的景観整備活用課程（2017年9月20日～22日）
災害痕跡調査課程　2011年の東日本大震災以降、過去の地震や津波などの災害痕跡が全国で数
多く見つかり、注目されています。こうした痕跡については、発掘調査現場での記録が何よりも重要で
す。そこで、本課程では、発掘調査現場において「災害痕跡をどのように把握して、どのように記録する
のか」を中心に研修をおこないます。
　講義では、実際の調査事例も紹介して具体的に
議論します。奈文研で進めている「歴史災害痕跡
デ ターベース」事業を活かして、研修生の勤務する
地域に即した課題も取り上げる予定です。また、自
然堆積の地層の見方を学ぶ機会がまれであるとい
う文化財担当者の現状を考慮して、災害痕跡を理
解する際の基礎となる地質学や地理学についても
研修します。その際には、災害痕跡を含む様 な々自
然堆積の剥ぎ取り資料を使って、みんなで議論して
いきます。
文化的景観整備活用課程　文化的景観整備活
用課程は、平成29年度に新たに開講されるもので
す。重要文化的景観に選定されたけれども、そのあ
との整備や活用をどのように進めたらいいかわから
ないという声をよく聞きます。この研修はそうした声
に応えたものです。
　本課程では、建築や土木などの専門の立場から
の整備に関する講義のほか、重要文化的景観選
定地の担当者の方々からの実践例もお話しいただ
きます。また、研修生者自身 が抱える課題を
材料にした議論の場 も設けたいと
考えています。
基礎から応用まで一通り学ぶことができ、大変
有意義であった。
どの講義も非常に良い刺激を受けました。景観
復原に必要な情報が分かりやすくまとめられて
いて良いと思いました。簡単にはできないと思い
ますが、実践につなげていきたいと思います。
講義のコンセプトと講義内容がリンクしていて今
後ひとつずつつなげていきたいと考えています。
受講生の声
平成28年度地質考古調査課程のみなさん
災害痕跡調査課程　剥ぎ取り標本を観察する
研修生同士での議論
